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イシノミ目は真正昆虫類（狭義の昆虫類＝外顎類）の
最原始系統群であり、昆虫類において祖先的と考えられ
る特徴を数多く併せもつことから、昆虫類の基本的体制
や、起源を議論する上で最も重要な分類群の一つであ
る。
engrailed相同遺伝子（enホモログ）はセグメント・ポ

ラリティ遺伝子群の一つで、各体節の後部領域に発現す
ることが、多くの節足動物で知られている。私たちは、
イシノミ目を材料として、体節形成を詳細に検討し、各
体節の挙動を正確に追跡するためにenホモログの発現
パターンを体節マーカーとして利用して、胚発生の観察
をおこなった。

研究材料としてヒトツモンイシノミPedetontus
unimaculatusMachidaを用いて、enホモログのクローニ
ングを行い、ホールマウントinsituハイブリダイゼー
ションによって発現パターンを解析した。クローニング
の過程で２つのenホモログが見つかったため、それぞ
れを Puen１，Puen２と名付け、各々について解析を試
みた。今回は比較的良好な解析結果が得られたPuen２を
中心に報告する。

まず、形態的には体節が確認できない初期胚において
発現解析した結果、間挿体節の後部領域においてPuen２
が最初に発現することが解った。その後触角体節と大顎
体節における発現が見られ、さらに小顎体節以降の各体
節における発現が、前方の体節から順に現れた。他の昆
虫類では間挿体節におけるenホモログの発現は、より
後方の体節における発現が現れた後に、触角体節と大顎
体節の発現領域の間に現れることが明らかになってお
り、Puen２の発現パターンはこれとは異なっている。

また胸部体節の形成が進行している時期の前後におい
て、触角体節におけるPuen２の発現パターンに類似した
「ハ」の字型の発現が、前触角領域において観察された。
他の昆虫類では、前触角領域にocularspotと呼ばれるen
ホモログのスポット状発現があることが知られている。
前触角領域において、体節における発現と類似したパ
ターンがみられたことは、体節制の極めて不明瞭な頭部
前方の構成を考察する上で非常に興味深い。
今後は発生後期の胚についても追跡的に解析を行い、

各体節と前触角領域の発現領域の連続的な挙動を記載す
ることで、昆虫類の基本的体制の理解へとつなげていき
たい。
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